
前年度比�
1.4％増加�

前年度比�
3.7％削減�

前年度比�
10.4％削減�

全体で�
6.0％増加�
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「エコオフィス」づくり～日々の努力を大切に～�

電力使用量（本部）�

12,000�

10,000�

8,000�

6,000�

4,000�

2,000�

0
平成�
14年度�

事務室� 新事務棟�電算室�

実績�

9,544

11,154

10,053

10,913

11,283

10,100

電力使用量（支店）�

（単位：千kWh）�

（単位：千kWh）�

3,426

株主総会もエコスタイルで実施�
　お客さまや株主の皆さまのご理解を賜りながら、

共に手を携えて地球温暖化防止に努めたいとの願

いから、6月26日開催の株主総会においても、昨年

同様、当行役職員はエコスタイルで株主の皆さまを

お迎えするとともに、株主の皆さまにもエコスタイルで

の来場のご協力をお願いしました。�

�

「チームマイナス6％」への参加�
　当行は、平成17年8月より、京都議定書の目

標「地球温暖化ガス（ＣＯ2）排出量6％削減」

を達成するため、環境省が推進している国民

的プロジェクト「チームマイナス6％」に参加し

ています。�

　これまで当行は、経営計画において地球温暖

化ガス6％削減を挑戦指標の一つとして掲げる

一方、「エコスタイル」や、グリーン購入など「エコ

オフィス」づくりに全行あげて取り組んでおります。�

「夏季のしがぎんエコスタイル」の実施�
　夏季の軽装により、室内温度を本部・関連会

社は28℃、営業店は26℃として、電力使用量を

削減し、地球温暖化ガス（ＣＯ2）排出量を削減し

ようとの試み、「しがぎんエコスタイル」キャンペー

ンを平成17年度より全店で展開しています。（今

年度も、6月1日～9月30日の期間中実施）�

「冬季のしがぎんエコスタイル」の実施�
　「冬季のしがぎんエコスタイル」として、平成18

年12月1日～平成19年3月31日の期間中、室内温

度を本部・関連会社は20℃、営業店は22℃に設定、

省エネ活動に取り組みました。�

6,118

平成�
15年度�

9,574

3,312

6,262

平成�
16年度�

10,139

3,454

6,685

平成�
17年度�

9,982

10,583

3,403

6,579

平成�
18年度�

3,276

631

11,500�

11,000�

10,500�

10,000�

9,500�

9,000
平成�
14年度�

平成�
15年度�

平成�
16年度�

平成�
17年度�

平成�
18年度�

6,676

※平成18年12月の新事務棟の稼動により、本部での電力使用量は増
加したものの、暖冬の影響もあり、本支店間においては大きく電力使
用量を削減することができました。�

株主総会もエコスタイルで�

省資源・省エネルギーで電力使用量を削減�

リ ポ ー ト �



紙ゴミのリサイクル率�
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80�
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0

分別ゴミの回収によるリサイクルの促進�
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破砕機の導入で紙・ゴミをリサイクル�
　行内に「リサイクルシステム」を設置し、顧客

情報などに関する機密書類を全店から集めて

破砕処理し、ブロック状に圧縮、再生紙工場に

持ち込んで、行内で使用するノートやファイル、

トイレットペーパーなどに再生。紙資源のリサイク

ルとともに、機密情報の漏洩防止に取り組んで

います。�

　この破砕機による年間処理量は720ｔで、立

木換算（直径14ｃｍ）で14，400本分の森林保

護に相当します。�

グリーン購入への取り組み�
　当行は、「環境にやさしい物品の購入基本方

針（グリーン購入基本方針）」を制定し、当行が

購入する商品、お客さまに感謝を込めてお贈りす

るノベルティグッズ（頒布品）について、環境負荷

ができるだけ少ない商品やサービスを優先的に購

入する「グリーン購入」活動を推進しています。�

滋賀銀行のグリーン購入基本方針�

環境対応車で営業活動�
　当行が使用する、公用車の環境対応車への

切り替えを推進しています。�

　平成16年4月から平成19年3月までに166台を

環境対応車へ切り替えた結果、地球温暖化ガス

（ＣＯ2）を39．4ｔ削減できました。�

「エコオフィス」づくり～日々の努力を大切に～�

実績�（単位：％）�

破砕され、ブロック状に圧縮
された機密書類�

95.8
99.3 99.2 99.8 99.8

平成�
14年度�

平成�
15年度�

平成�
16年度�

平成�
17年度�

平成�
18年度�

再生された�
ノートやファイル、�
トイレットペーパー�

　地球環境の破壊が深刻化するなか、環境問題への関
心が急速に高まっており、また、特に滋賀県は全国に先
がけて環境保全に取り組んでいる県でもあります。�
　当行も環境先進県に基盤をおく企業として少しでも環
境保全に役立つよう頒布品については、環境を意識した
商品を使用するようにします。�

リ ポ ー ト �



用語説明�【BCP : Business Continuity Plan ＝事業継続計画】�
企業が自然災害・大火災等の緊急事態に遭ったとき、事業資産の損害を最小限にと
どめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行う
べき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段を取り決めておく計画のこと。�

東近江市君ケ畑�

地
球
環
境
と
の
共
存
共
栄�

7

環境活動における平成18年度の実績と平成19年度の環境目標�

　平成18年12月20日に竣工した新事務棟（大津市）は、3Ｒ品（リデュー

ス、リユース、リサイクル）や、省エネルギー機器、太陽光発電設備の導

入など、環境に配慮した仕様になっています。�

　また、大規模地震にも耐えるための免震構造で、停電等の電力事

故対策として電源設備の二重化や、自家発電設備も設置しています。

加えて、避雷設備や給水の備蓄、超高感度煙感知器を装備するなど、

事業継続計画に沿って、あらゆる災害に対応、事業を継続するため

のバックアップ施設機能ももちあわせています。�

新事務棟の環境配慮とＢＣＰ（事業継続計画）�

リ ポ ー ト �

平成18年度は環境目的・目標14項目のうち、12項目の目標を達成することができました。       �
2項目については、目標値に到達できなかったものの、一定の改善効果がありました。       

地球温暖化防止対策�
地球温暖化ガス排出量削減�

（3カ年計画）�

エ
コ
オ
フ
ィ
ス
づ
く
り�

環
境
対
応
型
金
融
商
品�

・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供�

環境目的�
平成18年度�

平成19年度�
目標�

省資源�

省エネルギー�

商品�

サービス�

コミュニケーション�
役職員による�
環境保全活動�

コピーカウント数�

コピー両面化率�

帳簿用紙の電子化�

連続用紙の使用量の削減�

グリーン購入　紙類�

グリーン購入　文具類�

事務室電力使用量の削減�

紙ゴミのリサイクル率�

公用車の環境対応車への切替�

水道使用量の削減�

ガス使用量の削減�

ＰＬＢ、エコ・クリーン資金�

エコ＆耐震住宅ローン�

無担保ローン・エコ�

エコプラス定期（件数）�

KEIBUN啓蒙、コンサルティング�

環境ボランティア活動への参加�

6%削減�

0.1%削減�

61.20%�

20種類�

1%削減�

100%�

70%�

1%削減�

99.00%�

―  　　�

― 　　 �

― 　　 �

3,332ポイント�

19,043ポイント�

219ポイント�

166，000件�

7,485ポイント�

― 　　 

9.94%削減�

7.38%削減�

57.89%�

22種類�

2.96%削減�

99.80%�

82.70%�

3.73%削減�

99.80%�

84台�

―　　 �

―　　 �

7，298ポイント�

39，529ポイント�

688.6ポイント�

240，073件�

7，600ポイント�

1,249名�

○�

○�

△�

○�

○�

△�

○�

○�

○�

―�

―�

―�

○�

○�

○�

○�

○�

―�

2%削減�

0.4%削減�

59.95%�

15種類�

0.1%削減�

100%�

85.00%�

1%削減�

99.00%�

29台�

25,100m3以下�

29,000m3以下�

7,516ポイント�

39,924ポイント�

722ポイント�

265,594件�

7,485ポイント ※1�

※2 　　　�

＜評価の区分＞�
「○」目標達成�
「△」目標の８０％以上�
「×」目標の８０％未満�

※環境対応型金融商品のポイント評価方法＝①金額ポイント（共通）＋②件数ポイント�

①金額ポイント（共通）＝実行金額÷百万円�

②件数ポイント　・ＰＬＢ、エコ・クリーン資金　　実行件数 × 20ポイント�

　　　　　　　・エコ＆耐震住宅ローン　　　実行件数 × 10ポイント�

　　　　　　　・無担保ローン・エコ　　　　実行件数 ×   1ポイント�

目標� 実績�
評価�

※1　KEIBUNの啓蒙・コンサルティングサービスのポイントは独自の評価方法によるもの。�
※2　役職員による環境保全活動については、ボランティア活動であり目標の設定はしておりません。�




